貯水池流域における土壌侵食の持続可能な制御のための最適管理施業の選択法 : 環境と経済性の効果に立脚した水保全手法の評価 by MTIBAA Slim & Mtibaa Slim
Selection of Best Management Practices for
Sustainable Control of Soil Erosion in a
Reservoir Watershed: Evaluation of Water











                                             
        
 
 
   氏名            Slim Mtibaa 
 
   学位の種類          博 士（ 農学 ） 
 
   学位記番号          博 甲 第 ８５８９ 号 
 
   学位授与年月日      平成 ３０年 ３月 ２３日 
 
   学位授与の要件      学位規則第４条第１項該当 
 
   審査研究科      生命環境科学研究科 
 
   学位論文題目   Selection of Best Management Practices for Sustainable Control of Soil  
Erosion in a Reservoir Watershed: Evaluation of Water Conservation  




   主査             筑波大学教授   工学博士    宮本 邦明 
 
   副査             筑波大学准教授  博士（農学）  奈佐原 顕郎 
 
   副査             筑波大学助教   博士（農学）  山川 陽祐 
 
   副査             宮崎大学教授   博士（工学）  入江 光輝 
 
   副査             東京大学准教授  博士（農学）  堀田 紀文 
 
 





目的として、SWAT（Soil and Water Assessment Tool）モデルを用いた土壌侵食量の空間分布の推定を行い、
































審   査   の   要   旨 
 
本論文は、世界で最も広く用いられる土壌侵食モデルの一つであるSWATに費用便益分析を組み合わせること
で、貯水池流域の農地管理のための効率的なBMPの検討を可能にした。SWATに必要な土地被覆情報を得るため
新たに提案している、NDVIの季節変化と植物フェノロジーを組み合わせた解析手法は、既往の手法より高い精
度が得られており、学術的に高く評価される。これらの解析手法の精度向上に加えて、現地観測データによる
SWATの再現性の検証等の基礎的な解析精度を向上させたうえで、各種施業の条件をSWATに適用することにより、
適切に組み合わせた具体的な施業シナリオを提示し、チュニジアの社会条件を踏まえた上で費用便益分析を行
うことにより包括的な解決策としてBMPの提案を行った点で高い独創性と、信頼性と実効性を有した研究であ
ると評価される。特に、BMPの根拠にSWATから得られた施業の効果に加えて、経済性指標を取り入れた点には
顕著な新規性があり、政策決定ツールとしての土壌侵食モデルの今後の利用促進を可能にすると考えられる。
以上から、本論文は高い学術的価値を有し、博士論文としてふさわしい内容と判断される。 
平成30年1月19日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試験を行
い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全員によっ
て合格と判定された。 
よって、著者は博士（農学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
